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【手続補正書】
【提出日】令和2年6月22日(2020.6.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局におけるワイヤレス通信の方法であって、
　複数のフレームの各々の冒頭においてリッスンビフォアトーク(LBT)プロシージャを実
行するステップと、
　送信信号の複数の反復の少なくとも一部を送信するステップであって、前記複数の反復
が複数のフレームにわたりかつ第1のフレームに対して前記LBTプロシージャが成功してい
ないときに前記第1のフレームの中の前記複数の反復のうちの少なくとも1つの反復を中断
するべきか、または前記第1のフレームの中の前記少なくとも1つの反復を前記LBTプロシ
ージャが成功する第2のフレームまで延期するべきかを決定するステップを含む、ステッ
プと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記送信が制御チャネル送信を備える、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記送信がマシンタイプ通信物理ダウンリンク制御チャネル(MPDCCH)送信を備える、請
求項2に記載の方法。
【請求項４】
　前記送信がデータ送信を備える、請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記送信がマシンタイプ通信物理ダウンリンク共有チャネル(MPDSCH)送信を備える、請
求項4に記載の方法。
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【請求項６】
　前記基地局が、前記第1のフレームの中の前記少なくとも1つの反復を中断する、請求項
1に記載の方法。
【請求項７】
　前記基地局が、前記第1のフレームの中の前記少なくとも1つの反復を、前記LBTプロシ
ージャが成功する前記第2のフレームまで延期する、請求項1に記載の方法。
【請求項８】
　前記決定するステップが、
　干渉環境、
　ユーザ機器を対象とする前記送信を前記ユーザ機器が受信できない可能性、
　前記ユーザ機器が誤検出を行う可能性、
　前記基地局が前記送信を中断するのかまたは延期するのかを前記ユーザ機器が検出する
信頼性、および
　前記ユーザ機器のユーザ機器プロシージャ、のうちの少なくとも1つに基づく、
　請求項1に記載の方法。
【請求項９】
　前記基地局がダウンリンク送信信号を送信しなかったときのフレームの中で、ユーザ機
器からアップリンク制御送信信号、アップリンクデータ送信信号、またはランダムアクセ
スチャネル(RACH)送信信号のうちの少なくとも1つを受信するステップ
　をさらに備える、請求項1に記載の方法。
【請求項１０】
　前記基地局が、前記ユーザ機器から前記RACH送信信号を受信し、前記RACH送信信号が、
割り振られたセル固有構成に基づく、請求項9に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ワイヤレス通信がモノのインターネット(IoT)通信を備える、請求項1に記載の方法
。
【請求項１２】
　基地局におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　複数のフレームの各々の冒頭においてリッスンビフォアトーク(LBT)プロシージャを実
行するための手段と、
　送信信号の複数の反復の少なくとも一部を送信するための手段であって、前記送信する
ための手段が、前記複数の反復が複数のフレームにわたりかつ第1のフレームに対して前
記LBTプロシージャが成功していないときに前記第1のフレームの中の前記複数の反復のう
ちの少なくとも1つの反復を中断するべきか、または前記第1のフレームの中の前記少なく
とも1つの反復を前記LBTプロシージャが成功する第2のフレームまで延期するべきかを決
定する、手段と
　を備える、装置。
【請求項１３】
　前記決定することが、
　干渉環境、
　ユーザ機器を対象とする前記送信を前記ユーザ機器が受信できない可能性、
　前記ユーザ機器が誤検出を行う可能性、
　前記基地局が前記送信を中断するのかまたは延期するのかを前記ユーザ機器が検出する
信頼性、および
　前記ユーザ機器のユーザ機器プロシージャ、のうちの少なくとも1つに基づく、
　請求項12に記載の装置。
【請求項１４】
　前記基地局がダウンリンク送信信号を送信しなかったときのフレームの中で、ユーザ機
器からアップリンク制御送信信号、アップリンクデータ送信信号、またはランダムアクセ
スチャネル(RACH)送信信号のうちの少なくとも1つを受信するための手段
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　をさらに備える、請求項12に記載の装置。
【請求項１５】
　前記基地局が、前記ユーザ機器から前記RACH送信信号を受信し、前記RACH送信信号が、
割り振られたセル固有構成に基づく、請求項14に記載の装置。
【請求項１６】
　基地局におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも1つのプロセッサとを備え、前記少なくとも1つのプ
ロセッサが、
　　複数のフレームの各々の冒頭においてリッスンビフォアトーク(LBT)プロシージャを
実行することと、
　　送信信号の複数の反復の少なくとも一部を送信することであって、前記少なくとも1
つのプロセッサが、前記複数の反復が複数のフレームにわたりかつ第1のフレームに対し
て前記LBTプロシージャが成功していないときに前記第1のフレームの中の前記複数の反復
のうちの少なくとも1つの反復を中断するべきか、または前記第1のフレームの中の前記少
なくとも1つの反復を前記LBTプロシージャが成功する第2のフレームまで延期するべきか
を決定するように構成される、ことと
　をするように構成される、装置。
【請求項１７】
　前記決定することが、
　干渉環境、
　ユーザ機器を対象とする前記送信を前記ユーザ機器が受信できない可能性、
　前記ユーザ機器が誤検出を行う可能性、
　前記基地局が前記送信を中断するのかまたは延期するのかを前記ユーザ機器が検出する
信頼性、および
　前記ユーザ機器のユーザ機器プロシージャ、のうちの少なくとも1つに基づく、
　請求項16に記載の装置。
【請求項１８】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、
　前記基地局がダウンリンク送信信号を送信しなかったときのフレームの中で、ユーザ機
器からアップリンク制御送信信号、アップリンクデータ送信信号、またはランダムアクセ
スチャネル(RACH)送信信号のうちの少なくとも1つを受信するようにさらに構成される、
請求項16に記載の装置。
【請求項１９】
　前記基地局が、前記ユーザ機器から前記RACH送信信号を受信し、前記RACH送信信号が、
割り振られたセル固有構成に基づく、請求項18に記載の装置。
【請求項２０】
　基地局におけるワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能コードを記憶するコンピ
ュータ可読記憶媒体であって、
　複数のフレームの各々の冒頭においてリッスンビフォアトーク(LBT)プロシージャを実
行することと、
　送信信号の複数の反復の少なくとも一部を送信することであって、前記複数の反復が複
数のフレームにわたりかつ第1のフレームに対して前記LBTプロシージャが成功していない
ときに前記第1のフレームの中の前記複数の反復のうちの少なくとも1つの反復を中断する
べきか、または前記第1のフレームの中の前記少なくとも1つの反復を前記LBTプロシージ
ャが成功する第2のフレームまで延期するべきかを決定することを含む、ことと
　をするためのコードを備える、コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２１】
　前記決定することが、
　干渉環境、
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　ユーザ機器を対象とする前記送信を前記ユーザ機器が受信できない可能性、
　前記ユーザ機器が誤検出を行う可能性、
　前記基地局が前記送信を中断するのかまたは延期するのかを前記ユーザ機器が検出する
信頼性、および
　前記ユーザ機器のユーザ機器プロシージャ、のうちの少なくとも1つに基づく、
　請求項20に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２２】
　前記基地局がダウンリンク送信信号を送信しなかったときのフレームの中で、ユーザ機
器からアップリンク制御送信信号、アップリンクデータ送信信号、またはランダムアクセ
スチャネル(RACH)送信信号のうちの少なくとも1つを受信するためのコードをさらに備え
る、請求項20に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２３】
　前記基地局が、前記ユーザ機器から前記RACH送信信号を受信し、前記RACH送信信号が、
割り振られたセル固有構成に基づく、請求項22に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２４】
　ユーザ機器におけるワイヤレス通信の方法であって、
　ダウンリンク送信信号の複数の反復の少なくとも一部を基地局から受信するステップと
、
　前記複数の反復が複数のフレームにわたるとき、前記基地局が第1のフレームの中で前
記ダウンリンク送信信号の少なくとも1つの反復を送信するかどうかを決定するステップ
と、
　前記基地局が前記第1のフレームの中の前記少なくとも1つの反復を中断するのか、また
は前記第1のフレームの中の前記少なくとも1つの反復を第2のフレームまで延期するのか
を決定するステップと
　を備える、方法。
【請求項２５】
　前記複数のフレームにわたって前記複数の反復を合成するステップ
　をさらに備える、請求項24に記載の方法。
【請求項２６】
　前記送信が制御チャネル送信を備える、請求項24に記載の方法。
【請求項２７】
　前記送信がマシンタイプ通信物理ダウンリンク制御チャネル(MPDCCH)送信を備える、請
求項26に記載の方法。
【請求項２８】
　前記送信がデータ送信を備える、請求項24に記載の方法。
【請求項２９】
　前記送信がマシンタイプ通信物理ダウンリンク共有チャネル(MPDSCH)送信を備える、請
求項28に記載の方法。
【請求項３０】
　前記基地局がダウンリンク送信信号を送信しなかったときのフレームの中で、ユーザ機
器からアップリンク制御送信信号、アップリンクデータ送信信号、またはランダムアクセ
スチャネル(RACH)送信信号のうちの少なくとも1つを送信するステップ
　をさらに備える、請求項24に記載の方法。
【請求項３１】
　前記ユーザ機器が、前記基地局が前記ダウンリンク送信信号を送信しなかったときの前
記フレームの中で前記RACH送信信号を前記基地局へ送信し、前記RACH送信信号が、割り振
られたセル固有構成に基づく、請求項30に記載の方法。
【請求項３２】
　前記ワイヤレス通信がモノのインターネット(IoT)通信を備える、請求項24に記載の方
法。
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【請求項３３】
　ユーザ機器におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　ダウンリンク送信信号の複数の反復の少なくとも一部を基地局から受信するための手段
と、
　前記複数の反復が複数のフレームにわたるとき、前記基地局が第1のフレームの中で前
記ダウンリンク送信信号の少なくとも1つの反復を送信するかどうかを決定するための手
段と
　を備え、
　前記決定するための手段が、前記基地局が前記第1のフレームの中の前記少なくとも1つ
の反復を中断するのか、または前記第1のフレームの中の前記少なくとも1つの反復を第2
のフレームまで延期するのかを決定するように構成される、装置。
【請求項３４】
　前記複数のフレームにわたって前記複数の反復を合成するための手段
　をさらに備える、請求項33に記載の装置。
【請求項３５】
　前記基地局がダウンリンク送信信号を送信しなかったときのフレームの中で、ユーザ機
器からアップリンク制御送信信号、アップリンクデータ送信信号、またはランダムアクセ
スチャネル(RACH)送信信号のうちの少なくとも1つを送信するための手段
　をさらに備える、請求項33に記載の装置。
【請求項３６】
　前記ユーザ機器が、前記基地局が前記ダウンリンク送信信号を送信しなかったときの前
記フレームの中で前記RACH送信信号を前記基地局へ送信し、前記RACH送信信号が、割り振
られたセル固有構成に基づく、請求項35に記載の装置。
【請求項３７】
　ユーザ機器におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも1つのプロセッサとを備え、前記少なくとも1つのプ
ロセッサが、
　　ダウンリンク送信信号の複数の反復の少なくとも一部を基地局から受信することと、
　　前記複数の反復が複数のフレームにわたるとき、前記基地局が第1のフレームの中で
前記ダウンリンク送信信号の少なくとも1つの反復を送信するかどうかを決定することと
、
　　前記基地局が前記第1のフレームの中の前記少なくとも1つの反復を中断するのか、ま
たは前記第1のフレームの中の前記少なくとも1つの反復を第2のフレームまで延期するの
かを決定することと
　をするように構成される、装置。
【請求項３８】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、
　前記複数のフレームにわたって前記複数の反復を合成するようにさらに構成される、
　請求項37に記載の装置。
【請求項３９】
　前記少なくとも1つのプロセッサが、
　前記基地局がダウンリンク送信信号を送信しなかったときのフレームの中で、ユーザ機
器からアップリンク制御送信信号、アップリンクデータ送信信号、またはランダムアクセ
スチャネル(RACH)送信信号のうちの少なくとも1つを送信するようにさらに構成される、
　請求項37に記載の装置。
【請求項４０】
　前記ユーザ機器が、前記基地局が前記ダウンリンク送信信号を送信しなかったときの前
記フレームの中で前記RACH送信信号を前記基地局へ送信し、前記RACH送信信号が、割り振
られたセル固有構成に基づく、請求項39に記載の装置。
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【請求項４１】
　ユーザ機器におけるワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能コードを記憶するコ
ンピュータ可読記憶媒体であって、
　ダウンリンク送信信号の複数の反復の少なくとも一部を基地局から受信することと、
　前記複数の反復が複数のフレームにわたるとき、前記基地局が第1のフレームの中で前
記ダウンリンク送信信号の少なくとも1つの反復を送信するかどうかを決定することと、
　前記基地局が前記第1のフレームの中の前記少なくとも1つの反復を中断するのか、また
は前記第1のフレームの中の前記少なくとも1つの反復を第2のフレームまで延期するのか
を決定することと
　をするためのコードを備える、コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項４２】
　前記複数のフレームにわたって前記複数の反復を合成するためのコードをさらに備える
、
　請求項41に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項４３】
　前記基地局がダウンリンク送信信号を送信しなかったときのフレームの中で、ユーザ機
器からアップリンク制御送信信号、アップリンクデータ送信信号、またはランダムアクセ
スチャネル(RACH)送信信号のうちの少なくとも1つを送信するためのコードをさらに備え
る、
　請求項41に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項４４】
　前記ユーザ機器が、前記基地局が前記ダウンリンク送信信号を送信しなかったときの前
記フレームの中で前記RACH送信信号を前記基地局へ送信し、前記RACH送信信号が、割り振
られたセル固有構成に基づく、請求項43に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
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